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そ

業務の一つで
ある地域

の

スポーツ普及・振興に

他

関する業務として、親

　

子サッカー教室及びレ

】

ディースサッカー教室

【

を実施しました。平成

協

２０年
度は親子サッカ

働

ー教室の対象年齢を少

：

し下げた未就園児のコ

】

ースも実施しました。

目

子どもたちの運動能力

的

向上やスポーツへの興

・

味を持ってもらうため

目

の重要な時間を提供で

標

きました。

Ａ：成果が

事

あがった

業の概要

２.事業の検証

指標名 単位

説明・算定式

活動指標① 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度
目

標

実

績

指標名 単位

説明・算定式

活動指標② 平成

１

18年度 平成19年度

.

平成20年度 平成21

事

年度 平成22年度 平成

業

23年度 平成24年度

の

目

標

実

績

指標名 単位

説

位

明・算定式

成果指標①

置

平成18年度 平成19

付

年度 平成20年度 平成

け

21年度 平成22年度

事

平成23年度 平成24

務

年度
目

標

実

績

指標名 単

事

位

説明・算定式

成果指

業

標② 平成18年度 平成

名

19年度 平成20年度

事

平成21年度 平成22

業

年度 平成23年度 平成

担

24年度
目

標

実

績

当

予

進捗状況
遅れ

算

ている理由

平成20年

科

度の主な取組と成果

平

目

成20年度
の検証結果

事

事業評価シート (平

業

成20年度分) 頁

サッ

種

カーを中心としたスポ

類

ーツ振興事業

まちづく

ハ

り事業部　みどり公園

ー

・水辺課

01－080 ド410－980000 ソ○ ●

01 基本目標１　

フ

　豊かな心をはぐくみ

ト

、よろこびとふれあい

根

にあふれたまち
総合計

拠

画の
02 ②〈感性〉　

法

　生涯学習や文化など

令

を通じ、豊かな感性を

等

はぐくむ
位置付け

01

対

1 生涯にわたる学習

象

・スポーツ・レクリエ

・

ーションを楽しむ環境

受

を充実する

市民

□ □ □

益

□

市民が気軽にスポー

者

ツに参加することによ

事

り、スポーツ・レク 「

業

サッカーのまち」とし

期

て定着させるため、湘

間

南ベルマーレス
リエー

委

ションの活動の充実や

託

地域の交流を深め、世

、

代を超えた ポーツクラ

協

ブによるサッカースク

働

ールなどを実施します

【

。
ふれあいの輪が広が

委

っています。

スクール

託

開催回数 回

－

64 64

：

64 64 64 64

63

3

58

スクール参加者数

セ

人

－

1,540 1,6

ク

20 1,700 1,7

・

80 1,860 1,9

財

40

1,525 1,8

団

07

①：予定どおり

平

企

成１８年度から継続し

業

て馬入サッカー場指定

Ｎ

管理者である湘南ベル

Ｐ

マーレスポーツクラブ

Ｏ

により、指定管理者の
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位

催 スクールの開催 スク

施

ールの開催 スクールの

策

開催 スクールの開催 ス

へ

クールの開催

0 0 0 0

の

0 0 0

0 0 0 0 0 0 0

貢

0 0 0 0 0 0 0

0 0 0

献

0 0 0 0

0 867 0 0

高

0 0 0

0 867 0 0 0

市

0 0

－ － －

0.00 0

民

.11 0.11 0.1

満

1 0.11 0.11 0

足

.11

0.00 0.0

度

0 0.00 0.00 0

を

.00 0.00 0.0

高

0

0 924 924 92

め

0 920 920 920

る

0 1,791 924 9

方

20 920 920 92

策

0

● ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成

業

22年度も継続して、

有

指定管理者の業務とし

効

て実施します。指定管

性

理者と十分連携し、ま

継

たノウハウを持つ指定

続

管理者から有
効、効率

に

的で魅力ある実施内容

よ

を引き出し、より充実

る

したものにします。

平

成

成22年度も継続して

果

実施する方向で、指定

向

管理者と十分検討を行

上

い、より魅力ある事業

の

実施を模索します。

今

可

後も指定管理者のノウ

能

ハウを生かすと共に身

性

近なスポ
ーツとして多

低

くの人々の集えるよう

そ

な魅力あるスクール
の

の

開催を実施できるよう

他

に進めて行きます。

事業の目的､対象､内容
分 高

受益者負担､補助額
妥当性 中

業務の執行体制(人員配置､業務分担)
低

その他
析

業務プロセス改善による効率化の方策
高

コスト削減の可能性
効率性 中

事業手法(民活の余地､事業形態の検討)
低

その他

今後に向けた課題の分析

３.年度別事業内容・事業費 （単位：千円）

平成18年度 平成19年度 平成20年度 平

項

成21年度 平成22年

目

度 平成23年度 平成2

分

4年度

決算額 決算額 決

析

算額 予算額 試算額 試算

の

額 試算額

事業内容

国庫

視

支出金
財

県支出金
源

起

点

債
内

その他　特財
訳

一

左

般財源

事業費（A）

執

記

行率（%）

内 職員（人

の

）

訳 再任用（人）

人件

視

費（B）

フルコスト（

点

A+B）

に関

４.今後の事業展開

す

（担当課としての提案

る

）
平成22年度の事業

分

の方向性

現状の規模で

析

継続 拡大して継続 縮小

・

して継続 廃止 休止 終了

課

他事業と統合

＜判断理

題

由＞

平成22年度の取

の

組方針

課長コメント

■
抽

実施後のアンケートで

出

は、次回も参加したい

総

旨の回答も
●■ 多く、

合

事業の必要性は高いと

評

思われます。

□ ○
□
□

価

比較的利用が少ない平

市

日の昼間という時間帯

民

での教室の
●■ 実施で

ニ

あるため、施設の有効

ー

活用の点からも、また

ズ

スポ

□ ーツに触れ合う

高

機会の創出という点か

事

らも有効性は高い ○
□

業

と思われます。

■ 地域

目

スポーツの普及・振興

的

という目的から、指定

の

管理者
○

□ が持つ専門

達

的ノウハウを活用した

成

事業でもあり妥当であ

状

●
□ ると思われます。

況

○
□
□ 指定管理者とい

必

うツールを有効に活用

要

した事業であり効
●

□

性

率性は高いと思われま

市

す。
○

■
○

□

より多く

の

の参加者を確保するた

関

めに募集ＰＲの方法を

与

さらに工夫する必要は

の

ありますが、基本的に

必

は、今後も継続して実

要

施する
方向で、実施内

性

容や実施時期について

低

、十分に指定管理者と

事

協議し、指定管理者の

そ

ノウハウからの提案・

の

計画を引き出し、より

他

充実したものとしてい

上

きます。

スクールの開
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展開 平成21年度への展開 平成22年度への展開

今後に向けた
課題

事業の方向性

取組方針

事業区分

※実施計画事業評価は、昨年度の事業を評価し、来年度の予算編成の参考としています。

－ Ａ：成果があがった Ａ：成果があがった

－ ①：予定どおり ①：予定どおり

 平成１８年度に引き続き、馬入サ 平成１８年度から継続して馬入サッ
ッカー場指定管理者である湘南ベル カー場指定管理者である湘南ベルマ
マーレスポーツクラブにより、指定 ーレスポーツクラブにより、指定管
管理者の業務の一つである地域スポ 理者の業務の一つである地域スポー
ーツ普及・振興に関する業務として ツ普及・振興に関する業務として、
、親子サッカー教室、レディースサ 親子サッカー教室及びレディースサ

５

ッカー教室及びソフト

.

ボール教室を ッカー教

事

室を実施しました。平

業

成２
実施した。その結

展

果、スポーツ・レ ０年

開

度は親子サッカー教室

の

の対象年
クリエーショ

経

ンの活動充実や地域の

緯

齢を少し下げた未就園

平

児のコースも
交流を深

成

め、世代を超えたふれ

1

あい 実施しました。子

8

どもたちの運動能
の輪

年

が広がった。 力向上や

度

スポーツへの興味を持

事

って
もらうための重要

業

な時間を提供でき
まし

分

た。

　より多くの参加

平

者を確保するため より

成

多くの参加者を確保す

1

るために
に募集ＰＲの

9

方法をさらに工夫する

年

募集ＰＲの方法をさら

度

に工夫する必
必要はあ

事

るが、基本的には、今

業

後も 要はありますが、

分

基本的には、今後
継続

平

して実施する方向で、

成

実施内容 も継続して実

2

施する方向で、実施内

0

や実施時期について、

年

十分に指定管 容や実施

度

時期について、十分に

事

指定
理者と協議し、指

業

定管理者のノウハ 管理

分

者と協議し、指定管理

進

者のノウ
ウからの提案

捗

・計画を引き出し、よ

状

ハウからの提案・計画

況

を引き出し、
り充実し

主

たものとしたい。 より

な

充実したものとしてい

取

きます。

－ 現状の規模

組

で継続 現状の規模で継

と

続

 平成２１年度も継

成

続して実施する 平成2

果

2年度も継続して実施

検

する方向
方向で、指定

証

管理者と十分検討を行

結

で、指定管理者と十分

果

検討を行い、
い、より

平

魅力ある事業実施を模

成

索す より魅力ある事業

2

実施を模索します
る。

0

。

－ 実施計画事業 実施

年

計画事業

度への
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その他　】 【協働： 】

目的・目標 事業の概要

２.事業の検証

指標名 単位

説明・算定式

活動指標① 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度
目

標

実

績

指標名 単位

説明・算定式

活動指標② 平成

１

18年度 平成19年度

.

平成20年度 平成21

事

年度 平成22年度 平成

業

23年度 平成24年度

の

目

標

実

績

指標名 単位

説

位

明・算定式

成果指標①

置

平成18年度 平成19

付

年度 平成20年度 平成

け

21年度 平成22年度

事

平成23年度 平成24

務

年度
目

標

実

績

指標名 単

事

位

説明・算定式

成果指

業

標② 平成18年度 平成

名

19年度 平成20年度

事

平成21年度 平成22

業

年度 平成23年度 平成

担

24年度
目

標

実

績

当

予

進捗状況
遅れ

算

ている理由

平成20年

科

度の主な取組と成果

平

目

成20年度
の検証結果

事

事業評価シート (平

業

成20年度分) 頁

人材

種

発掘・活用事業

社会教

類

育部　社会教育課

00 ハ－xxxxxx－xx ー0000 ○ ●

01 基本

ド

目標１　　豊かな心を

ソ

はぐくみ、よろこびと

フ

ふれあいにあふれたま

ト

ち
総合計画の

02 ②〈

根

感性〉　　生涯学習や

拠

文化などを通じ、豊か

法

な感性をはぐくむ
位置

令

付け
01 1 生涯にわ

等

たる学習・スポーツ・

対

レクリエーションを楽

象

しむ環境を充実する

社

・

会教育法第２２条

市民受

□ □ □ □

各地域におけ

益

る人材の発掘と登録の

者

推進が図られ、各講座

事

の講 生涯学習活動の推

業

進のため、地域におけ

期

る人材の発掘・登録と

間

師に活用されています

委

。 ボランティアグルー

託

プを育成・活用します

、

。

生涯学習指導者登録

協

者数 人

－

200 230

働

260 250 275 3

【

00

200 200

生涯

委

学習指導者を活用した

託

事業の開催回数 回

－

3

：

00 510 520 52

3

0 525 530

508

セ

510

②：若干遅れて

ク

いる

年度により指導者

・

の登録解除に変動があ

財

るためです。

講師とし

団

て登録された地域の方

企

々に依頼して事業を行

業

ったことにより、生涯

Ｎ

学習活動の推進や人材

Ｐ

の育成が図れました。

Ｏ

Ａ：成果があがった
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位

名簿作

成、ボランティ

施

ア成、ボランティア成

策

、ボランティア成、ボ

へ

ランティア成、ボラン

の

ティア成、ボランティ

貢

ア

育成活用 育成活用 育

献

成活用 育成活用 育成活

高

用 育成活用

0 0 0 0 0

市

0 0

0 0 0 0 0 0 0

0

民

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0

満

0 0 0

0 0 0 0 0 0 0

足

0 0 0 0 0 0 0

－ － －

度

0.00 2.80 0.

を

40 0.45 0.45

高

0.45 0.45

0.

め

00 0.00 0.00

る

0.00 0.00 0.

方

00 0.00

0 23,

策

495 3,357 3,

業

761 3,761 3,

有

761 3,761

0 2

効

3,495 3,357

性

3,761 3,761

継

3,761 3,761

続

● ○ ○ ○ ○ ○ ○

引き続

に

き地域の人材の発掘及

よ

び活用を行い、生涯学

る

習活動の充実に努めま

成

す。

地区公民館での自

果

主事業や団塊の世代教

向

室などの受講者や、地

上

域でさまざまな技能を

の

持った人材の発掘と活

可

用について、内容や
方

能

法などを検証しながら

性

、引き続き研究して取

低

り組んでいきます。

地

そ

域で芸術、文化等に秀

の

でた人を発掘し、また

他

人材登録
されている人

事

の活用の充実に努め、

業

生涯学習活動の推進
を

の

図ります。

目的､対象､内容
分 高

受益者負担､補助額
妥当性 中

業務の執行体制(人員配置､業務分担)
低

その他
析

業務プロセス改善による効率化の方策
高

コスト削減の可能性
効率性 中

事業手法(民活の余地､事業形態の検討)
低

その他

今後に向けた課題の分析

３.年度別事業内容・事業費 （単位：千円）

平成18年度 平成19年度 平成20年度 平

項

成21年度 平成22年

目

度 平成23年度 平成2

分

4年度

決算額 決算額 決

析

算額 予算額 試算額 試算

の

額 試算額

事業内容

国庫

視

支出金
財

県支出金
源

起

点

債
内

その他　特財
訳

一

左

般財源

事業費（A）

執

記

行率（%）

内 職員（人

の

）

訳 再任用（人）

人件

視

費（B）

フルコスト（

点

A+B）

に関

４.今後の事業展開

す

（担当課としての提案

る

）
平成22年度の事業

分

の方向性

現状の規模で

析

継続 拡大して継続 縮小

・

して継続 廃止 休止 終了

課

他事業と統合

＜判断理

題

由＞

平成22年度の取

の

組方針

課長コメント

■
抽

団塊の世代を活用して

出

いくことが求められて

総

いることか
●□ ら、必

合

要性は高いものがあり

評

ます。

■ ○
□
■ 地域の

価

方が講座やサークルで

市

身につけた技能や知識

民

を、
●■ 地域の方々に

ニ

伝授していく場として

ー

講座を活用するもの

□

ズ

で、有効であります。

高

○
□
■ 地域の埋もれた

事

人材を如何に発掘して

業

活用していくこと
●

□

目

が、市全体の地域力、

的

市民力の向上に役立つ

の

もので、妥
○

□ 当であ

達

ります。
○

□
□ ボラン

成

ティア講師を活用する

状

ことは、各々が持つ技

況

能や
●

■ 学習成果を広

必

める役割を持ち、人材

要

の育成や活用につな
○

性

□ がる他に、経費減少

市

等の効率の可能性もあ

の

ります。
○

□

地域の人

関

材をいかに発掘し、活

与

用していくか、庁内で

の

も各課が様々な取組を

必

していますが、その現

要

状はなかなか厳しく、

性

今後も
新たな施策を展

低

開していかなければな

事

りません。

指導者登録

そ

名簿作指導者登録名簿

の

作指導者登録名簿作指

他

導者登録名簿作指導者

上

登録名簿作指導者登録
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展開 平成21年度への展開 平成22年度への展開

今後に向けた
課題

事業の方向性

取組方針

事業区分

※実施計画事業評価は、昨年度の事業を評価し、来年度の予算編成の参考としています。

－ Ａ：成果があがった Ａ：成果があがった

－ ①：予定どおり ②：若干遅れている

講師名簿に登録された地域の方々を 講師として登録された地域の方々に
講師に活用して事業を行ったことに 依頼して事業を行ったことにより、
より、生涯学習活動を推進すること 生涯学習活動の推進や人材の育成が
ができた。 図れました。

地域の人材をいかに発掘し、活用し 地域の人材をいかに発掘し、活用し
ていくか、庁内でも各課が様々な取 ていくか、庁内でも各課が様々な取
組をしているが、その現状はなかな 組をし

５

ていますが、その現状

.

はなか
か厳しく、今後

事

も新たな施策を展開 な

業

か厳しく、今後も新た

展

な施策を展
していかな

開

ければならない。 開し

の

ていかなければなりま

経

せん。

－ 現状の規模で

緯

継続 現状の規模で継続

平

現役時代に培った技術

成

、技能、経験 地区公民

1

館での自主事業や団塊

8

の世
などを、団塊の世

年

代や主婦などが、 代教

度

室などの受講者や、地

事

域でさま
地域の方々の

業

ためにボランティアと

分

ざまな技能を持った人

平

材の発掘と活
して参画

成

し、いかせるよう事業

1

展開 用について、内容

9

や方法などを検証
を図

年

る。 しながら、引き続

度

き研究して取り組
んで

事

いきます。

－ 実施計画

業

事業／行政改革事業 実

分

施計画事業

平成20年度事業分

進捗状況

主な取組と成果

検証結果

平成20年度への



4 頁

そ

：予定どおり

パソコン

の

教室を共通４事業の枠

他

から外し、団塊の世代

　

教室に代えることによ

】

り、団塊の世代の地域

【

への参加や生涯学習へ

協

の意欲
向上を図りまし

働

た。家庭教育学級にお

：

いては、市立幼稚園等

】

との連携により親自身

目

の学びという視点で学

的

習機会を提供するとと

・

もに、内容を充実して

目

実施しました。その他

標

、自主事業やブロック

事

事業においては、地域

業

の課題や生活課題、参

の

加者のふれあい
などに

概

関する内容の講座等を

要

実施することにより、幅広く生涯学習を推進することができました。

Ａ：成果があがった

２.事業の検証

指標名 単位

説明・算定式

活動指標① 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度
目

標

実

績

指標名 単位

説明・算定式

活動指標② 平成

１

18年度 平成19年度

.

平成20年度 平成21

事

年度 平成22年度 平成

業

23年度 平成24年度

の

目

標

実

績

指標名 単位

説

位

明・算定式

成果指標①

置

平成18年度 平成19

付

年度 平成20年度 平成

け

21年度 平成22年度

事

平成23年度 平成24

務

年度
目

標

実

績

指標名 単

事

位

説明・算定式

成果指

業

標② 平成18年度 平成

名

19年度 平成20年度

事

平成21年度 平成22

業

年度 平成23年度 平成

担

24年度
目

標

実

績

当

予

進捗状況
遅れ

算

ている理由

平成20年

科

度の主な取組と成果

平

目

成20年度
の検証結果

事

事業評価シート (平

業

成20年度分) 頁

多様

種

な学習推進事業

社会教

類

育部　社会教育課

01 ハ－100502－02 ー0000 ○ ●

01 基本

ド

目標１　　豊かな心を

ソ

はぐくみ、よろこびと

フ

ふれあいにあふれたま

ト

ち
総合計画の

02 ②〈

根

感性〉　　生涯学習や

拠

文化などを通じ、豊か

法

な感性をはぐくむ
位置

令

付け
01 1 生涯にわ

等

たる学習・スポーツ・

対

レクリエーションを楽

象

しむ環境を充実する

社

・

会教育法第２２条

市民受

□ □ □ □

様々な世代の

益

市民が、学習・レクリ

者

エーション活動を楽し

事

むこ 生涯学習推進のた

業

め、公民館において学

期

習情報等の提供や生活

間

とに喜びを感じ、意欲

委

をもって取り組みます

託

。 課題などに関する各

、

種講座等の学習事業を

協

実施するとともに、
家

働

庭教育学級の充実を図

【

り、親自身の学習機会

委

を広く提供する
ことか

託

ら市立幼稚園などと連

：

携した取組を行います

3

。

各種講座開催回数 回

セ

－

1,500 1,55

ク

0 1,600 1,63

・

0 1,660 1,68

財

0

1,415 1,50

団

0

各種講座参加者数 人

企

－

38,000 43,

業

500 44,000 4

Ｎ

4,300 44,60

Ｐ

0 44,800

43,

Ｏ

367 43,000

①



5 頁

位

育委員会議からの提言

施

書「公民館のあり方」

策

を踏まえ、社会情勢や

へ

市民ニーズに応じ、地

の

域の課題等を捉えた講

貢

座を企画
立案するため

献

の、現状の把握、個々

高

の事業の分析や研究を

市

重ねる必要があります

民

。

各種講座などの開各

満

種講座などの開各種講

足

座などの開各種講座等

度

の開催各種講座等の開

を

催各種講座等の開催

催

高

催 催

0 0 0 0 0 0 0

0

め

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0

る

0 0 0

0 0 0 0 0 0 0

方

0 12,963 11,

策

078 11,176 1

業

1,176 11,17

有

6 11,176

0 12

効

,963 11,078

性

11,176 11,1

継

76 11,176 11

続

,176

－ － －

0.0

に

0 10.60 10.5

よ

5 10.60 10.6

る

0 10.60 10.6

成

0

0.00 0.00 0

果

.00 0.00 0.0

向

0 0.00 0.00

0

上

88,945 88,5

の

26 88,574 88

可

,574 88,574

能

88,574

0 101

性

,908 99,604

低

99,750 99,7

そ

50 99,750 99

の

,750

○ ● ○ ○ ○ ○

他

○

新しい教育基本法の

事

中でも家庭教育の重要

業

性がうたわれているこ

の

とから、家庭教育に関

目

する研究を行い、親自

的

身の学習意欲の向
上を

､

目指し、家庭教育学級

対

の充実を図ります。ま

象

た、地域の課題や日ご

､

ろの生活内容に関する

内

内容の講座など、地域

容

性を生かし
て地域ごと

分

に特色のある事業を展

高

開するとともに、団塊

受

の世代の学習機会を引

益

き続き提供していきま

者

す。

家庭教育学級及び

負

団塊の世代教室の充実

担

に努めていきます。

多

､

様な学習機会の提供や

補

自主的な学習活動の支

助

援など、
地域における

額

学習支援を行うととも

妥

に、家庭の教育力の
向

当

上を図るための支援な

性

どの充実に努めます。

中
業務の執行体制(人員配置､業務分担)

低
その他

析
業務プロセス改善による効率化の方策

高
コスト削減の可能性

効率性 中
事業手法(民活の余地､事業形態の検討)

低
その他

今後に向けた課題の分析

３.年度別事業内容・事業費 （単位：千円）

平成18年度 平成19年度 平成20年度 平

項

成21年度 平成22年

目

度 平成23年度 平成2

分

4年度

決算額 決算額 決

析

算額 予算額 試算額 試算

の

額 試算額

事業内容

国庫

視

支出金
財

県支出金
源

起

点

債
内

その他　特財
訳

一

左

般財源

事業費（A）

執

記

行率（%）

内 職員（人

の

）

訳 再任用（人）

人件

視

費（B）

フルコスト（

点

A+B）

に関

４.今後の事業展開

す

（担当課としての提案

る

）
平成22年度の事業

分

の方向性

現状の規模で

析

継続 拡大して継続 縮小

・

して継続 廃止 休止 終了

課

他事業と統合

＜判断理

題

由＞

平成22年度の取

の

組方針

課長コメント

■
抽

社会教育法第２０条に

出

規定されている公民館

総

の目的に向
●□ けて、

合

目的を達成するため同

評

法第２２条に掲げた事

価

業を

■ 行っており、年

市

々参加者も増加してい

民

ることから、必要 ○
□

ニ

性が高いものです。

□

ー

市民一人一人が生涯に

ズ

渡って自主的に学習す

高

る様々な機
●■ 会や場

事

を提供し、それを継続

業

して行うことが求めら

目

れて

■ いる状況に対応

的

するものであることか

の

らも、非常に有効 ○
□

達

であります。

■ 公民館

成

主事として職員を各公

状

民館に配置して、市民

況

の学
○

□ 習ニーズや地

必

域性を考慮した特色あ

要

る事業を企画実施し
●

性

■ ており、講座内容に

市

ついても常に課題や地

の

域の特色を研
○

□ 究し

関

ながら検討しているこ

与

とからも妥当でありま

の

す。

□ 有償の講師を依

必

頼するばかりでなく、

要

公民館の講座の受
●

■

性

講修了者やサークルで

低

活動している方などを

事

講師として
○

□ 活用す

そ

ることで、人材の育成

の

や活用につながる他に

他

、経
○

□ 費減少の可能

上

性もあります。

社会教
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展開 平成21年度への展開 平成22年度への展開

今後に向けた
課題

事業の方向性

取組方針

事業区分

※実施計画事業評価は、昨年度の事業を評価し、来年度の予算編成の参考としています。

－ Ａ：成果があがった Ａ：成果があがった

－ ①：予定どおり ①：予定どおり

従来からの共通４事業（家庭教育学 パソコン教室を共通４事業の枠から
級、高齢者学級、児童・生徒地域参 外し、団塊の世代教室に代えること
加事業、パソコン教室）や自主事業 により、団塊の世代の地域への参加
、ブロック事業の中で、特に家庭教 や生涯学習への意欲向上を図りまし
育学級において、市立幼稚園と連携 た。家庭教育学級においては、市立
して、園児保護者と近隣の幼児を持 幼稚園等との連携により親自身の学

５

つ親を対象に市立幼稚

.

園５園で｢親 びという

事

視点で学習機会を提供

業

する
学び学級｣を実施

展

することにより、 とと

開

もに、内容を充実して

の

実施しま
生涯学習を推

経

進することができた。

緯

した。その他、自主事

平

業やブロック
事業にお

成

いては、地域の課題や

1

生活
課題、参加者のふ

8

れあいなどに関す
る内

年

容の講座等を実施する

度

ことによ
り、幅広く生

事

涯学習を推進すること

業

ができました。

常に社

分

会情勢や市民ニーズに

平

敏感に 社会教育委員会

成

議からの提言書「公
対

1

応するような講座を企

9

画立案する 民館のあり

年

方」を踏まえ、社会情

度

勢
ことが求められてい

事

る。 や市民ニーズに応

業

じ、地域の課題等
を捉

分

えた講座を企画立案す

平

るための
、現状の把握

成

、個々の事業の分析や

2

研究を重ねる必要があ

0

ります。

－ 拡大して継

年

続 拡大して継続

「家庭

度

教育学級」及び「団塊

事

の世代 家庭教育学級及

業

び団塊の世代教室の
教

分

室」の充実に努めてい

進

く。 充実に努めていき

捗

ます。

－ 実施計画事業

状

実施計画事業

況

主な取組と成果

検証結果

平成20年度への
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Ｏ

た体力向上推進事業を

そ

実施するため、事業内

の

容及び実施方法等を関

他

係各課や関係団体と協

　

議し、「中高年
体力ア

】

ップ教室」を開催しま

【

した。

Ａ：成果があが

協

った

働： 】

目的・目標 事業の概要

頁

２.事業の検証

指標名 単位

説明・算定式

活動指標① 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度
目

標

実

績

指標名 単位

説明・算定式

活動指標② 平成18年度 平成19年

１

度 平成20年度 平成2

.

1年度 平成22年度 平

事

成23年度 平成24年

業

度
目

標

実

績

指標名 単位

の

説明・算定式

成果指標

位

① 平成18年度 平成1

置

9年度 平成20年度 平

付

成21年度 平成22年

け

度 平成23年度 平成2

事

4年度
目

標

実

績

指標名

務

単位

説明・算定式

成果

事

指標② 平成18年度 平

業

成19年度 平成20年

名

度 平成21年度 平成2

事

2年度 平成23年度 平

業

成24年度
目

標

実

績

担当

進捗状況
遅

予

れている理由

平成20

算

年度の主な取組と成果

科

平成20年度
の検証結

目

果

事業評価シート (

事

平成20年度分) 頁

中

業

高年齢者体力向上推進

種

事業

社会教育部　スポ

類

ーツ課

01－1006 ハ01－030000 ○ ー ●

01 基本目標１　　

ド

豊かな心をはぐくみ、

ソ

よろこびとふれあいに

フ

あふれたまち
総合計画

ト

の
02 ②〈感性〉　　

根

生涯学習や文化などを

拠

通じ、豊かな感性をは

法

ぐくむ
位置付け

01 1

令

 生涯にわたる学習・

等

スポーツ・レクリエー

対

ションを楽しむ環境を

象

充実する

市内の中高年・ 齢者 平成２０年度 ～受  

■ □ □ □

中高年齢者

益

が健康・体力づくりに

者

取り組むことにより、

事

いつま 中高年齢者の健

業

康保持増進のため、「

期

健康・体力づくり教室

間

」
でも健康で豊かな生

委

活が営まれています。

託

を開催し、健康づくり

、

に必要な運動やスポー

協

ツ、食生活や日常
生活

働

での必要な知識を習得

【

し、健康・体力づくり

委

を推進します
。

教室開

託

催回数 回

教室1回の開

：

催期間は３か月。

－ 1

3

1

－ 1

実施に向けた協

セ

議回数 回

－

5 － －

5 －

ク

受講者数 人

－

－ 30 3

・

0

－ 25

体力測定等の

財

数値が向上した人の割

団

合 ％

体力測定等の数値

企

が向上した人÷受講者

業

数×100

－ 60 70

Ｎ

－ 73

①：予定どおり

Ｐ

中高年齢者を対象とし
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上

0.00

0.00 0.

位

00 0.00 0.00

施

0.00 0.00 0.

策

00

0 3,357 3,

へ

609 3,594 3,

の

594 0 0

0 3,35

貢

7 4,216 4,20

献

4 4,204 0 0

● ○

高

○ ○ ○ ○ ○

参加者が楽

市

しんでスポーツや運動

民

ができるよう内容の充

満

実を図ります。

事業の

足

立ち上げという当初の

度

目的を達成したため、

を

今後は事務事業として

高

、これまでの開催結果

め

を踏まえて、より魅力

る

的な事業
となるよう内

方

容の見直しを図ります

策

。

平成20年度の事業

業

結果を基に内容を充実

有

させ、募集人数
を増や

効

すなど、更に中高年齢

性

者の健康保持増進に努

継

めま
す。

続による成果向上の可能性 低
その他

事業の目的､対象､内容
分 高

受益者負担､補助額
妥当性 中

業務の執行体制(人員配置､業務分担)
低

その他
析

業務プロセス改善によ

頁

る効率化の方策
高

コスト削減の可能性
効率性 中

事業手法(民活の余地､事業形態の検討)
低

その他

今後に向けた課題の分析

３.年度別事業内容・事業費 （単位：千円）

平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22

項

年度 平成23年度 平成

目

24年度

決算額 決算額

分

決算額 予算額 試算額 試

析

算額 試算額

事業内容

国

の

庫支出金
財

県支出金
源

視

起債
内

その他　特財
訳

点

一般財源

事業費（A）

左

執行率（%）

内 職員（

記

人）

訳 再任用（人）

人

の

件費（B）

フルコスト

視

（A+B）

点に

４.今後の事業展

関

開（担当課としての提

す

案）
平成22年度の事

る

業の方向性

現状の規模

分

で継続 拡大して継続 縮

析

小して継続 廃止 休止 終

・

了 他事業と統合

＜判断

課

理由＞

平成22年度の

題

取組方針

課長コメント

の

■ 高齢者の増加に伴い

抽

、健康でいきいきと生

出

活してもらう
●□ ため

総

、高齢者スポーツの振

合

興は必要です。

■ ○
□

評

□ 中高年齢者に生きが

価

いのある生活を送って

市

もらうための
●■ 手段

民

として運動やスポーツ

ニ

を普及推進することは

ー

有効で

■ す。 ○
□
■ 高

ズ

齢者社会を向かえ、中

高

高齢者対象の健康維持

事

、増進を
●

□ 目的とし

業

た事業の需要は多くな

目

ることから妥当です。

的

○
□

○
□
□ 各種スポー

の

ツ教室を実施している

達

スポーツ振興財団に委

成

●
□ 託して効率よく実

状

施します。
○

■
○

□

参

況

加者が楽しんで運動や

必

スポーツを継続しても

要

らえるように事業内容

性

の充実を図ります。

調

市

査・研究 「健康･体力

の

づく 「健康･体力づく

関

「健康･体力づく

り教

与

室」の開催 り教室」の

の

開催 り教室」の開催

0

必

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0

要

0 0 0

0 0 0 0 0 0 0

性

0 0 0 0 0 0 0

0 0 6

低

07 610 610 0 0

事

0 0 607 610 61

そ

0 0 0

－ － －

0.00

の

0.40 0.43 0.

他

43 0.43 0.00
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の展開 平成21年度への展開 平成22年度への展開

今後に向けた
課題

事業の方向性

取組方針

事業区分

※実施計画事業評価は、昨年度の事業を評価し、来年度の予算編成の参考としています。

－ Ａ：成果があがった Ａ：成果が

頁

あがった

－ ①：予定どおり ①：予定どおり

平成20年度から中高年齢者を対象と 中高年齢者を対象とした体力向上推
した体力向上推進事業を実施するた 進事業を実施するため、事業内容及
め、事業内容及び実施方法等を関係 び実施方法等を関係各課や関係団体
各課や関係団体と協議した。これに と協議し、「中高年体力アップ教室
より、平成20年度から教室を開催す 」を開催しました。
ることが可能となった。

参加者が楽しんで運動やスポーツを 参加者が楽しんで運動やスポーツを
継続し

５

てもらえるように事業

.

内容の 継続してもらえ

事

るように事業内容の
充

業

実を図る。 充実を図り

展

ます。

－ 現状の規模で

開

継続 現状の規模で継続

の

平成20年度の開催結

経

果を踏まえて、 事業の

緯

立ち上げという当初の

平

目的を
より魅力的な事

成

業となるよう内容の 達

1

成したため、今後は事

8

務事業とし
見直しを図

年

る。 て、これまでの開

度

催結果を踏まえて
、よ

事

り魅力的な事業となる

業

よう内容
の見直しを図

分

ります。

－ 実施計画事

平

業 事務事業

成19年度事業分 平成20年度事業分

進捗状況

主な取組と成果

検証結果

平成20年度へ
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Ｏ

サッカーに親しむ機会

そ

を提供しました。

Ａ：

の

成果があがった

他　】 【協働： 】

目的・目標 事業の概要

頁

２.事業の検証

指標名 単位

説明・算定式

活動指標① 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度
目

標

実

績

指標名 単位

説明・算定式

活動指標② 平成18年度 平成19年

１

度 平成20年度 平成2

.

1年度 平成22年度 平

事

成23年度 平成24年

業

度
目

標

実

績

指標名 単位

の

説明・算定式

成果指標

位

① 平成18年度 平成1

置

9年度 平成20年度 平

付

成21年度 平成22年

け

度 平成23年度 平成2

事

4年度
目

標

実

績

指標名

務

単位

説明・算定式

成果

事

指標② 平成18年度 平

業

成19年度 平成20年

名

度 平成21年度 平成2

事

2年度 平成23年度 平

業

成24年度
目

標

実

績

担当

進捗状況
遅

予

れている理由

平成20

算

年度の主な取組と成果

科

平成20年度
の検証結

目

果

事業評価シート (

事

平成20年度分) 頁

サ

業

ッカー文化の振興によ

種

るまちづくり事業

社会

類

教育部　スポーツ課

0 ハ1－100601－0 ー40000 ○ ●

01 基

ド

本目標１　　豊かな心

ソ

をはぐくみ、よろこび

フ

とふれあいにあふれた

ト

まち
総合計画の

02 ②

根

〈感性〉　　生涯学習

拠

や文化などを通じ、豊

法

かな感性をはぐくむ
位

令

置付け
01 1 生涯に

等

わたる学習・スポーツ

対

・レクリエーションを

象

楽しむ環境を充実する

・

平塚市スポーツ団体補

受

助金交付要綱

市民

□ □

益

□ □ スポーツ振興財団

者

湘南ベルマーレによる

事

サッカー指導や試合観

業

戦により、サッカ サッ

期

カー文化を振興するた

間

め、湘南ベルマーレの

委

応援やコーチ
ー文化の

託

振興が図られています

、

。 によるサッカー教室

協

などを実施します。

小

働

中学生トレセン指導者

【

派遣回数 回

－

37 37

委

37 37 37 37

37

託

37

小中学生トレセン

：

参加者数 人

－

3,00

3

0 3,000 3,00

セ

0 3,000 3,00

ク

0 3,000

2,89

・

4 2,714

①：予定

財

どおり

市内小中学校・

団

高校及び体育関係者を

企

ベルマーレホーム公式

業

戦に招待し、また小学

Ｎ

生トレセンに指導者を

Ｐ

派遣して多くの市民に
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上

市民指導者派遣、市民

位

観戦招待 観戦招待 観戦

施

招待 観戦招待 観戦招待

策

観戦招待

0 0 0 0 0 0

へ

0

0 0 0 0 0 0 0

0 0

の

0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

貢

0 0

0 11,147 1

献

0,455 9,667

高

9,667 9,667

市

9,667

0 11,1

民

47 10,455 9,

満

667 9,667 9,

足

667 9,667

－ －

度

－

0.00 0.15 0

を

.15 0.04 0.0

高

4 0.04 0.04

0

め

.00 0.00 0.0

る

0 0.00 0.00 0

方

.00 0.00

0 1,

策

259 1,259 33

業

5 335 335 335

有

0 12,406 11,

効

714 10,002 1

性

0,002 10,00

継

2 10,002

● ○ ○

続

○ ○ ○ ○

継続してサッ

に

カー文化の振興を図る

よ

ため、平塚市スポーツ

る

振興財団との協働によ

成

り事業を進めます。

サ

果

ッカー文化の振興を進

向

めるため、事業の見直

上

しや新規事業の検討を

の

行います。

湘南ベルマ

可

ーレを市の財産と考え

能

、今後も湘南ベルマー

性

レにおける市民との交

低

流事業を通して、平塚

そ

市スポーツ
振興財団と

の

の協働によりスポーツ

他

振興を図ります。

事業の目的､対象､内容
分 高

受益者負担､補助額
妥当性 中

業務の執行体制(人員配置､業務分担)
低

その他
析

業務プロセス改善によ

頁

る効率化の方策
高

コスト削減の可能性
効率性 中

事業手法(民活の余地､事業形態の検討)
低

その他

今後に向けた課題の分析

３.年度別事業内容・事業費 （単位：千円）

平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22

項

年度 平成23年度 平成

目

24年度

決算額 決算額

分

決算額 予算額 試算額 試

析

算額 試算額

事業内容

国

の

庫支出金
財

県支出金
源

視

起債
内

その他　特財
訳

点

一般財源

事業費（A）

左

執行率（%）

内 職員（

記

人）

訳 再任用（人）

人

の

件費（B）

フルコスト

視

（A+B）

点に

４.今後の事業展

関

開（担当課としての提

す

案）
平成22年度の事

る

業の方向性

現状の規模

分

で継続 拡大して継続 縮

析

小して継続 廃止 休止 終

・

了 他事業と統合

＜判断

課

理由＞

平成22年度の

題

取組方針

課長コメント

の

■ スポーツのまち、サ

抽

ッカーのまち「ひらつ

出

か」を推進す
●□ るた

総

め、湘南ベルマーレを

合

中心としたサッカー文

評

化の振

■ 興は必要です

価

。 ○
□
□ 湘南ベルマー

市

レと共にサッカー文化

民

を振興することは、
●

ニ

■ 市民スポーツの普及

ー

に大きく貢献すること

ズ

ができます。

■ ○
□
■

高

地域に根ざしたプロサ

事

ッカーチームとして市

業

民とふれあ
●

□ うこと

目

は、スポーツのみなら

的

ず地域の活性化につな

の

がる
○

□ ことから妥当

達

です。
○

□
□ 平塚市ス

成

ポーツ振興財団との協

状

働により効率的にサッ

況

カ
○

□ ー文化の振興を

必

図っています。
●

■
○

要

□

湘南ベルマーレが、

性

地域に根ざしたプロサ

市

ッカーチームとして、

の

より多くの市民に親し

関

まれ支援が得られるよ

与

う魅力的な事業を
検討

の

します。

小中学生トレ

必

セン小中学生トレセン

要

小中学生トレセン小中

性

学生トレセン小中学生

低

トレセン小中学生トレ

事

セン

指導者派遣、市民

そ

指導者派遣、市民指導

の

者派遣、市民指導者派

他

遣、市民指導者派遣、
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の展開 平成21年度への展開 平成22年度への展開

今後に向けた
課題

事業の方向性

取組方針

事業区分

※実施計画事業評価は、昨年度の事業を評価し、来年度の予算編成の参考としています。

－ Ａ：成果があがった Ａ：成果が

頁

あがった

－ ①：予定どおり ①：予定どおり

市内小中学校・高校及び体育関係者 市内小中学校・高校及び体育関係者
をベルマーレホーム公式戦に招待し をベルマーレホーム公式戦に招待し
、また小学生トレセンに指導者を派 、また小学生トレセンに指導者を派
遣して多くの市民にサッカー文化の 遣して多くの市民にサッカーに親し
振興を図った。 む機会を提供しました。

湘南ベルマーレが、地域に根ざした 湘南ベルマーレが、地域に根ざした
プロサッカーチームとして、より多 プロサッカーチ

５

ームとして、より多
く

.

の市民に親しまれ支援

事

が得られる くの市民に

業

親しまれ支援が得られ

展

る
よう魅力的な事業を

開

検討する。 よう魅力的

の

な事業を検討します。

経

－ 現状の規模で継続 現

緯

状の規模で継続

サッカ

平

ー文化の振興を進める

成

ため、 サッカー文化の

1

振興を進めるため、
事

8

業の見直しや新規事業

年

の検討を行 事業の見直

度

しや新規事業の検討を

事

行
う。 います。

－ 実施

業

計画事業 実施計画事業

分 平成19年度事業分 平成20年度事業分

進捗状況

主な取組と成果

検証結果

平成20年度へ



16

Ｏ その他　】 【協働： 】

目的・目標 事業の概要

頁

２.事業の検証

指標名 単位

説明・算定式

活動指標① 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度
目

標

実

績

指標名 単位

説明・算定式

活動指標② 平成18年度 平成19年

１

度 平成20年度 平成2

.

1年度 平成22年度 平

事

成23年度 平成24年

業

度
目

標

実

績

指標名 単位

の

説明・算定式

成果指標

位

① 平成18年度 平成1

置

9年度 平成20年度 平

付

成21年度 平成22年

け

度 平成23年度 平成2

事

4年度
目

標

実

績

指標名

務

単位

説明・算定式

成果

事

指標② 平成18年度 平

業

成19年度 平成20年

名

度 平成21年度 平成2

事

2年度 平成23年度 平

業

成24年度
目

標

実

績

担当

進捗状況
遅

予

れている理由

平成20

算

年度の主な取組と成果

科

平成20年度
の検証結

目

果

事業評価シート (

事

平成20年度分) 頁

桃

業

浜町庭球場改修事業

社

種

会教育部　スポーツ課

類01－100602－ ハ010000 ● ○

01

ー

基本目標１　　豊かな

ド

心をはぐくみ、よろこ

ソ

びとふれあいにあふれ

フ

たまち
総合計画の

02

ト

②〈感性〉　　生涯学

根

習や文化などを通じ、

拠

豊かな感性をはぐくむ

法

位置付け
01 1 生涯

令

にわたる学習・スポー

等

ツ・レクリエーション

対

を楽しむ環境を充実す

象

る

市民 平成１９年度 ・ ～ 平成２０年度

□ □

受

□ □

施設環境の整備を

益

行うことにより、市民

者

が安心してテニスを楽

事

安心・安全にテニスを

業

楽しめる環境を整備す

期

るため、老朽化し
しん

間

でいます。 ている人工

委

芝を全面張替えします

託

。

改修工事進捗率 ％

H

、

19：検討5％
H20

協

：改修工事95%

5 1

働

00 －

5 100

①：予

【

定どおり

関係各課及び

委

関係団体と協議して工

託

事時期や期間などを調

：

整し、予定どおり着工

3

して完了しました。

Ａ

セ

：成果があがった

ク・財団 企業 ＮＰ
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上

適正な維持管
理ができ

位

るよう指定管理者を指

施

導していきます。

策への貢献
高市民満足度を高める方策

業 有効性
継続による成果向上の可能性 低
その他

事業の目的､対象､内容
分 高

受益者負担､補助額
妥当性 中

業務の執行体制(人員配置､業務分担)
低

その他
析

業務プロセス改善によ

頁

る効率化の方策
高

コスト削減の可能性
効率性 中

事業手法(民活の余地､事業形態の検討)
低

その他

今後に向けた課題の分析

３.年度別事業内容・事業費 （単位：千円）

平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22

項

年度 平成23年度 平成

目

24年度

決算額 決算額

分

決算額 予算額 試算額 試

析

算額 試算額

事業内容

国

の

庫支出金
財

県支出金
源

視

起債
内

その他　特財
訳

点

一般財源

事業費（A）

左

執行率（%）

内 職員（

記

人）

訳 再任用（人）

人

の

件費（B）

フルコスト

視

（A+B）

点に

４.今後の事業展

関

開（担当課としての提

す

案）
平成22年度の事

る

業の方向性

現状の規模

分

で継続 拡大して継続 縮

析

小して継続 廃止 休止 終

・

了 他事業と統合

＜判断

課

理由＞

平成22年度の

題

取組方針

課長コメント

の

■ 市民スポーツの普及

抽

振興のため、老朽化し

出

た施設の整備
●□ は必

総

要です。

□ ○
□
□ 市民

合

が安心して安全にテニ

評

スを楽しむことができ

価

るよう
●■ になり有効

市

です。

□ ○
□
■ 人工芝

民

に整備して11年が経

ニ

過し、老朽化している

ー

施設の
●

□ 改修であり

ズ

妥当です。
○

□
○

□
□

高

入札により適正に執行

事

されました。
●

■
○

□

業

○
□

管理棟及び付帯設

目

備等も老朽化している

的

ため、計画的な修繕が

の

必要です。

再整備の検

達

討、調工事 －

整

0 0 0

成

0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

状

0

0 0 42,000 0

況

0 0 0

0 0 0 0 0 0 0

必

0 0 15,225 0 0

要

0 0

0 0 57,225

性

0 0 0 0

－ － －

0.0

市

0 0.65 0.65 0

の

.00 0.00 0.0

関

0 0.00

0.00 0

与

.10 0.10 0.0

の

0 0.00 0.00 0

必

.00

0 5,798 5

要

,798 0 0 0 0

0 5

性

,798 63,023

低

0 0 0 0

○ ○ ○ ○ ○ ●

事

○

平成20年度で改修

そ

工事が終了しました。

の

平成20年度で改修工

他

事が完了し、今後とも
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の展開 平成21年度への展開 平成22年度への展開

今後に向けた
課題

事業の方向性

取組方針

事業区分

※実施計画事業評価は、昨年度の事業を評価し、来年度の予算編成の参考としています。

－ Ａ：成果があがった Ａ：成果が

頁

あがった

－ ①：予定どおり ①：予定どおり

平成20年度の改修工事に向け、関係 関係各課及び関係団体と協議して工
各課及び関係団体と協議して工事時 事時期や期間などを調整し、予定ど
期や期間などを調整し、予定どおり おり着工して完了しました。
平成20年度に着工できるよう準備し
た。

管理棟及び付帯設備等も老朽化して 管理棟及び付帯設備等も老朽化して
いるため、計画的な修繕が必要であ いるため、計画的な修繕が必要です
る。 。

－ 終了 終了

－ － －

５.事業展開の経緯

平成18年度事業分 平成19年度事業分 平成20年度事業分

進捗状況

主な取組と成果

検証結果

平成20年度へ



19

Ｏ

た

その他　】 【協働： 】

目的・目標 事業の概要

頁

２.事業の検証

指標名 単位

説明・算定式

活動指標① 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度
目

標

実

績

指標名 単位

説明・算定式

活動指標② 平成18年度 平成19年

１

度 平成20年度 平成2

.

1年度 平成22年度 平

事

成23年度 平成24年

業

度
目

標

実

績

指標名 単位

の

説明・算定式

成果指標

位

① 平成18年度 平成1

置

9年度 平成20年度 平

付

成21年度 平成22年

け

度 平成23年度 平成2

事

4年度
目

標

実

績

指標名

務

単位

説明・算定式

成果

事

指標② 平成18年度 平

業

成19年度 平成20年

名

度 平成21年度 平成2

事

2年度 平成23年度 平

業

成24年度
目

標

実

績

担当

進捗状況
遅

予

れている理由

平成20

算

年度の主な取組と成果

科

平成20年度
の検証結

目

果

事業評価シート (

事

平成20年度分) 頁

ニ

業

ュースポーツ等推進事

種

業

社会教育部　スポー

類

ツ課

00－xxxxx ハx－xx0000 ○ ●ー

01 基本目標１　　豊

ド

かな心をはぐくみ、よ

ソ

ろこびとふれあいにあ

フ

ふれたまち
総合計画の

ト

02 ②〈感性〉　　生

根

涯学習や文化などを通

拠

じ、豊かな感性をはぐ

法

くむ
位置付け

01 1 

令

生涯にわたる学習・ス

等

ポーツ・レクリエーシ

対

ョンを楽しむ環境を充

象

実する

市民      ・         ～ 受 平成２１年度

□ □ □ □

益

年代・性別を問わず、

者

誰もが気軽にプレーす

事

ることができるニ 誰も

業

が気軽に楽しく健康的

期

にプレーできるパーク

間

ゴルフを推進
ュースポ

委

ーツを楽しんでいます

託

。 するため、パークゴ

、

ルフ場の設置を検討し

協

ます。

パークゴルフ場

働

設置方針策定進捗率 ％

【

H19：検討10％、

委

H20：検討20％、

託

H21：設置方針策定

：

70％

10 30 100

3

10 100

①：予定ど

セ

おり

パークゴルフ場の

ク

設置について、関係各

・

課及び関係機関と設置

財

場所等の検討を行い、

団

平成21年度に神奈川

企

県企業庁平塚配水池上

業

部にパークゴルフ場を

Ｎ

整備することとしまし

Ｐ

た。

Ａ：成果があがっ
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上

－

0.00 0.30 0

位

.30 0.95 0.0

施

0 0.00 0.00

0

策

.00 0.00 0.0

へ

0 0.00 0.00 0

の

.00 0.00

0 2,

貢

518 2,518 7,

献

939 0 0 0

0 2,5

高

18 2,518 157

市

,787 0 0 0

○ ○ ○

民

○ ○ ● ○

パークゴルフ

満

場設置方針を策定し、

足

平成21、22年度の

度

2ヵ年で神奈川県企業

を

庁平塚配水池上部にパ

高

ークゴルフ場を整備す

め

ること
となりました。

る

パークゴルフ場の整備

方

に向け、工事費用、管

策

理運営体制
等を検討し

業

て設置方針を策定し、

有

平成22年10月の開

効

設を
目指します。

性
継続による成果向上の可能性 低
その他

事業の目的､対象､内容
分 高

受益者負担､補助額
妥当性 中

業務の執行体制(人員配置､業務分担)
低

その他
析

業務プロセス改善によ

頁

る効率化の方策
高

コスト削減の可能性
効率性 中

事業手法(民活の余地､事業形態の検討)
低

その他

今後に向けた課題の分析

３.年度別事業内容・事業費 （単位：千円）

平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22

項

年度 平成23年度 平成

目

24年度

決算額 決算額

分

決算額 予算額 試算額 試

析

算額 試算額

事業内容

国

の

庫支出金
財

県支出金
源

視

起債
内

その他　特財
訳

点

一般財源

事業費（A）

左

執行率（%）

内 職員（

記

人）

訳 再任用（人）

人

の

件費（B）

フルコスト

視

（A+B）

点に

４.今後の事業展

関

開（担当課としての提

す

案）
平成22年度の事

る

業の方向性

現状の規模

分

で継続 拡大して継続 縮

析

小して継続 廃止 休止 終

・

了 他事業と統合

＜判断

課

理由＞

平成22年度の

題

取組方針

課長コメント

の

■ 高齢社会を向かえ、

抽

誰でも気軽に楽しくで

出

きるスポーツ
●□ が求

総

められるようになった

合

ことに伴い、パークゴ

評

ルフ場

□ を整備して市

価

民スポーツの普及を図

市

ることは必要です。 ○

民

□
□ 年代、性別を問わ

ニ

ず多くの市民が健康的

ー

にスポーツ・レ
●■ ク

ズ

リエーションを楽しむ

高

ことができるようにな

事

るため有

□ 効です。 ○

業

□
■ 市民が健康的にス

目

ポーツを楽しむ環境を

的

整備することは
●

□ 市

の

民スポーツの普及・振

達

興のため妥当です。
○

成

□
○

□
□ 人員配置や委

状

託など、効率的な管理

況

運営を検討します。
○

必

□
●

■
○

□

関係各課及

要

び関係機関と調整を行

性

い、平成21、22年

市

度の2ヵ年で神奈川県

の

企業庁平塚配水池上部

関

にパークゴルフ場を整

与

備し、効
率的な管理運

の

営を図ります。

建設の

必

検討 建設の検討 設置方

要

針の策定、

パークゴル

性

フ場整

備

0 0 0 0 0 0

低

0

0 0 0 0 0 0 0

0 0

事

0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

そ

0 0

0 0 0 149,8

の

48 0 0 0

0 0 0 14

他

9,848 0 0 0

－ －
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の展開 平成21年度への展開 平成22年度への展開

今後に向けた
課題

事業の方向性

取組方針

事業区分

※実施計画事業評価は、昨年度の事業を評価し、来年度の予算編成の参考としています。

－ Ａ：成果があがった Ａ：成果が

頁

あがった

－ ①：予定どおり ①：予定どおり

パークゴルフ場の設置について、関 パークゴルフ場の設置について、関
係各課及び関係機関と設置場所等の 係各課及び関係機関と設置場所等の
検討を行い、設置方針策定に向けて 検討を行い、平成21年度に神奈川県
準備を進めた。 企業庁平塚配水池上部にパークゴル

フ場を整備することとしました。

設置場所、建設費用の検討や設置後 関係各課及び関係機関と調整を行い
の維持管理方法などを検討する。 、平成21、22年度の2ヵ年で神奈川

県

５

企業庁平塚配水池上部

.

にパークゴ
ルフ場を整

事

備し、効率的な管理運

業

営
を図ります。

－ 現状

展

の規模で継続 終了

パー

開

クゴルフ場の設置につ

の

いて、関
係各課及び関

経

係機関と協議、検討す

緯

ることにより、設置方

平

針を策定する
。

－ 実施

成

計画事業 －

18年度事業分 平成19年度事業分 平成20年度事業分

進捗状況

主な取組と成果

検証結果

平成20年度へ
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